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重症心身障害者の日中活動のあり方について

　　　 小野寺潤 一1)

1)青 森県立あすなろ学園
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I.は じめに

　平成14年4月 より重症心身障害児(者)病 棟が開設 さ

れたことを機に、在園している重症心身障害者に対 し、

日中の活動の場 を充実 させるため、何か適当なメニュー

を提供で きないだろうかとい う試みか らスター トした。

今回、3年 間の取 り組みをまとめ、活動への検証を試み

ることとした。

Ⅱ.目 的

　重症心身障害者に対 しベ ッドから車椅子 に移乗するこ

とにより、褥瘡 を防止する他に、 日中の活動に音楽活動

を取 り入れる等、楽 しい雰囲気 を提供 し、健康で快適な

生活 を送れるようにすることを目的 とする。

Ⅲ.実 施方法

　 1.日 時

　　 1)平 日(月 ・木)10:00～11:00　 リラックスタ

　　　イム(音 楽鑑賞、整容チェック)

　　 2)平 日(火 ・水 ・金)10:30～11:30身 体運動、

　　　音楽活動、製作活動、お茶会など

　 2.人 数

　　 1)対 象者18名(平 成17年7月1日 現在)

　　 2)介 助人数7名(う ち看護師1名)

　 3.場 所

　　　当園児童ホール

　4.内 容

　　 1)開 始10分 前 に病棟から移動(ベ ッドから車椅子

　　　に移乗)

　　 2)朝 のあい さつ、出欠確認、カレンダー、天気調

　　　べ、新聞読み、あすなろ学園の歌

　　 (以上で15分 程度)

　　 3)今 日のプログラム(40分 程度)

　　 4)今 月の歌、終わ りのあいさつ(5分 程度)

　　 5)終 了後、病棟移動(車 椅子からベッ ド移乗)

　5.記 録方法

　　介助者がその 日の受け持つ対象者を決め、その日の

　プログラムの項 目と対象者の表情や状態を個人ごとに

記録する。

6.プ ログラムのメニュー(主 なものを掲載)

　 1)身 体運動

　　ペ ットボ トルボーリング、風船バ レー、担架ブラ

　ンコ、車椅子ダンス、ボール転が し

　 2)音 楽活動

　　音楽鑑賞、楽器 に触れる、介助者 と共に行 う合奏

　演奏、ミニライブ鑑賞

　 3)製 作活動

　　季節行事に関す る製作、介助者 とともに行 うミニ

　クッキング

　 4)リ ラクゼーシ ョン

　　音楽鑑賞、散策、整容チェック(爪 きり、耳掃除)、

　お茶会

　 5)そ の他

　　　 (1)重 症心身障害者とその保護者同士の懇談

　　　　　会(年2回)

　　　 (2)保 護者 と共にデパー トに買い物(年1回)

Ⅳ.結 果及び考察

1.活 動の積み重ねに従い、重症心身障害者の表情が豊

　かになる場面が増 え、プログラムに対 して様々な反応

　を観察することがで き、この結果 を新 しいメニュー作

　 りに役立てることがで きた。

2.そ れまで見 られなかった個々人の趣向を知ることが

　で きた。

3.通 常の活動に加 え、保護者との懇談会を開催するこ

　とにより親交が深 まったことで、保護者が入所者の状

　況を詳 しく知ることができ、職員 との情報交換 も綿密

　になった。

4.活 動時間中に児童ホールを通る外来の保護者の方や

　外部か ら来る方たちに自然 と目に入るかたちになり、

　いい意味での宣伝効果になった。

Ⅴ.反 省点及び問題点

1.プ ログラムの実施記録 を評価する時間が充分 とれな

　かったので、分析が不十分 となった面がある。

2.重 症心身障害者の視点に立って行っているつ もりだ

　が、ついつい職員の 自己満足的なもので終始する危険

　性がある。

3.こ れからさらに重症心身障害者の入所人数が増えて

　くると、介助人数は変わらないので、例えば小集団に

分けることやより大 きな集団でも可能なプログラムを

作成することなどを検討 してい く必要がある。
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